
初期研修医（ジュニアレジデント）

1 診療科名 産婦人科

2 診療科紹介

腫瘍部門、周産期部門、生殖内分泌部門の3部門すべての患者さんを多数診療していま

す。腫瘍部門では，卵巣癌，子宮癌（頚癌，体癌）の集学的治療を得意としています．

婦人科悪性腫瘍数はいずれも医学部附属病院の上位に数えられ，北関東の中核として活

躍しています．周産期部門は総合周産期母子医療センターを併設し，合併症妊娠やハイ

リスク妊娠の治療を多数手がけています．妊娠高血圧症候群，前置胎盤，多胎妊娠の診

療は特に得意としています．分娩数は年間約900例，うち多胎（双胎）は90例で，全国

大学病院の5本指の1つにも数えられています．生殖内分泌部門では 年間体外受精治療周

期数は700周期を超え、大学病院としては全国でもトップレベルの件数を誇ります。専

門性の高い大学病院という特性を活かし、内視鏡手術や、生殖医療で近年発展の目覚ま

しい着床前診断等の遺伝診療にも積極的に取り組んでいます.

3 臨床研修指導医 藤原寛行、高橋宏典

4 研修概要（特徴）

婦人科腫瘍（婦人科病棟）、周産期（産科病棟）のいずれかで研修を行います。多数の

症例を経験し、その過程で産婦人科の実地技能と知識を修得していただきます。生殖内

分泌・不妊部門の見学も可能です。

5 研修内容（方略）

１ヶ月コース：婦人科または産科どちらかで5-10名内外の入院患者さんを受け持ちま

す。生殖内分泌については主に外来診療を経験してもらいます。本コースでは、研修医

に産婦人科の診療の流れを理解させることを目的としています。複数月コース：どれか1

つの分野に力点をおいて研修する場合と２つの分野を選択する方法があります。いずれ

の研修プログラムを採用するかは、研修医各人の希望を重視します。回診や検討会・勉

強会を利用して、他分野の知識習得に努め、産婦人科全体がまんべんなく研修できるよ

うに配慮します。多数の臨床症例を学び、手術においても開腹閉腹に参加ができるよう

になります。

 (1)一般目標（GIO)　① 産科婦人科の患者の特性を理解し、暖かい心を持ってその診療

にあたる態度を身につける。②産科婦人科患者を診察し、適切な診断、治療を行うと共

に、各疾患の予防的な方策も指示できる臨床能力を身につける。③あらゆる年代の女性

の、すべての健康問題に関心を持ち、管理できる能力を身につける。

（2）個別目標（SBO)　以下は1ヶ月ローテート用のチェックリストです。（ ▲は複数

月ローテートの目標)

産婦人科診察法（視診、双合診、触診、echo 診等）の一般的手順がわかる。

1）産科（周産期医学）

プレグノグラム（妊娠経過図)の判読。

パルトグラム（分娩経過図）の判読。

指導医・助産師とともに正常分娩5 例を経験。

指導医とともに正常分娩の会陰縫合を2 例経験。

帝王切開の適応がいえる。助手を5例経験。

子宮内容除去術を経験(▲指導医とともに実施)

多胎妊娠、切迫早産、妊娠高血圧症候群、妊娠悪阻、前置胎盤の患者を受け持つ。それ

ぞれの治療法がいえる。

超音波でBPD（胎児大横径）、FL（大腿骨長）、EFBW（胎児推定体重）、

AFI(amniotic fluid index)、胎盤位置，(▲頸管長)が測定できる。

NST・CTG（胎児心拍数図）を合計20 例判読。

新生児のアプガールスコアの判定。

6 到達目標



6 到達目標

2）婦人科および婦人科腫瘍学

クラミジア感染症の診断、治療方法がいえる。良性卵巣腫瘍、子宮筋腫、子宮内膜症の

手術適応、薬物治療についていえる。

婦人科癌（子宮頸癌、子宮体癌，卵巣癌）の診断とstage 分類ができる。(▲stageと組

織型及び患者背景に応じた婦人科癌の治療法がいえる)

(▲抗癌剤や放射線療法について具体的方法、副作用、副作用回避方策をいえる。)

良性腫瘍（子宮筋腫、卵巣腫瘍など）の手術の助手3例以上。

広汎子宮全摘または卵巣癌根治手術の手術の助手１例以上。

(▲指導医とともに開腹、閉腹をする。)

子宮外妊娠の診断、治療方針がいえる。

超音波画像（子宮筋腫、卵巣腫瘍）をみる。

7 週間スケジュール

７-１ 月曜日（午前） 医局抄読会  生殖内分泌カンファレンス

７-２ 月曜日（午後） 婦人科腫瘍カンファレンス　産科カンファレンス　NICU合同カンファレンス

７-３ 火曜日（午前）

７-４ 火曜日（午後）

７-５ 水曜日（午前） （手術日：産科：月~金　婦人科：火以外）

７-６ 水曜日（午後）

７-７ 木曜日（午前）

７-８ 木曜日（午後）

７-９ 金曜日（午前）

７-１０ 金曜日（午後）

8 経験できる症例

1 ヶ月で

産科： 主治医として、経腟分娩10例、帝王切開10例、切迫早産5 例、双胎2例、妊娠高

血圧症候群2例、前置胎盤2例

腫瘍： 開腹手術助手5 例、主治医として、婦人科悪性腫瘍5 例、婦人科良性疾患3 例

9 指導医からのメッセージ

臨床症例が多く，３分野（周産期、婦人科腫瘍、生殖内分泌）がすべて充実していま

す。また様々な大学、地域からの医師が集まりアットホームな医局です。是非研修にき

てください。


